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研究要旨：本プロジェクトでは、前年度の「増悪・再燃因子の解析と対策プロジェクト」から引き続き

(1)潰瘍性大腸炎らにおける急性増悪・再燃因子の前向き調査（特に腸管感染症と関連性）、(2)炎症性

腸管疾患合併症とリスク因子の解析を行った。そして、 (3)炎症性腸疾患における血栓症発症の予防・

治療に関する研究、(4)CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を対象とした定量的 PCR 法に基づく抗ウイルス療法の

適応選択と有効性に関する臨床試験に関しても、前年度から引き続き検討を行った。さらに、(5)炎症

性腸疾患における合併症としての関節症状（とくに強直性脊椎炎など）の実態調査を、「脊椎関節炎の

疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究」の冨田班と共同して施

行するべく準備を開始した。 
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A. 研究目的 

 炎症性腸疾患において、その疾患自体に伴う合

併症と治療の過程で生じる合併症が存在する。そ

の中で、本プロジェクトでは主に、(1)潰瘍性大

腸炎における急性増悪・再燃因子の前向き調査

（特に腸管感染症と関連性）（担当 岡崎和一）、

(2)炎症性腸管疾患合併症とリスク因子の解析

（担当 岡崎和一）、 (3)炎症性腸疾患における

血栓症発症の予防・治療に関する研究（担当 藤

谷幹浩）、(4)CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を対象と

した定量的PCR法に基づく抗ウイルス療法の適応

選択と有効性に関する臨床試験（担当 松浦稔）

の検討を行った。また、新たに(5) 炎症性腸疾患

における合併症としての関節症状（とくに強直性

脊椎炎など）の実態調査（担当 猿田雅之）の準

備を開始した。 

 

B. 研究方法 

(1)潰瘍性大腸炎における急性増悪・再燃因子の

前向き調査（特に腸管感染症と関連性）：潰瘍性

大腸炎の再燃・増悪因子としての腸管感染症の関

与について多施設で前向きに調査する。さらに C

型肝炎ウイルス感染の影響、ニューモシスチス肺

炎の現状と発がんの現状についてアンケート調

査を行い、検討した。 

(2)炎症性腸管疾患合併症とリスク因子の解析：

2012 年から 2014 年までの 3 年間における厚生労

働科学研究難治性疾患克服研究事業「難治性炎症

性腸管障害に関する調査研究」班参加施設で診療

を行った炎症性腸疾患患者、C 型肝炎患者、炎症

性腸疾患患者での治療内容と発がん、胆管病変の

合併について調査を行った。 

(3)炎症性腸疾患における血栓症発症の予防・治

療に関する研究：炎症性腸疾患患者における静脈

血栓塞栓症発症頻度・部位・治療法・転帰を、旭

川医科大学および研究協力機関において検討し

た。  

(4)CMV 感染合併潰瘍性大腸炎を対象とした定量

的PCR法に基づく抗ウイルス療法の適応選択と有

効性に関する臨床試験：潰瘍性大腸炎において、

定量的 mucosal PCR による CMV-DNA 値をマーカー

として、高ウイルス群に対して、ガンシクロビル

の治療介入を行い、その治療経過を検討する。 

(5) 炎症性腸疾患における合併症としての関節

症状（とくに強直性脊椎炎など）の実態調査を、

「脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガ

イドライン策定を目指した大規模多施設研究」の

冨田班と共同して施行するために、第一段階とし

てアンケート調査を行う。 

 

C. 研究結果 

 各プロジェクトの結果と考察の詳細は、後述を

参照。 

(3)血栓症に関しては高率に炎症性腸疾患患者に

合併することが判明した。 

(4)CMV 感染合併潰瘍性大腸炎の前向き臨床試験

は現在も継続中である。 

(5)合併症としての脊椎関節炎（強直性脊椎炎）

の実態調査を行うために、アンケートによる一次

調査を予定しており、現在アンケート作成を開始

している。 

 

D. 考察 

(3)炎症性腸疾患患者に血栓症は高率に合併する

ことが判明した。 

(4)CMV 感染合併に対する治療方針を確立するた

めの前向き臨床試験を継続し、新たなエビデンス

を世界に発信することを目標とする。 

(5) 合併症としてあるいは副作用としての脊椎

関節炎（強直性脊椎炎）の実態調査を行い、疾病

との関連性を明確にすることを目標とする。 

 

E. 結論 

(3)炎症性腸疾患患者に血栓症は高率に合併する

ことが判明した。 

(4)CMV 感染合併に対する治療方針を確立するた

めの前向き臨床試験を継続し、新たなエビデンス

を世界に発信することを目標とする。 

(5) 合併症としてあるいは副作用としての脊椎

関節炎（強直性脊椎炎）の実態調査を行い、疾病
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との関連性を明確にすることを目標とする。 
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